(随想)アメリカ泌尿器科学始めの頃 by 東福寺, 英之
Title(随想)アメリカ泌尿器科学始めの頃
Author(s)東福寺, 英之













慶応義塾大学助教授 東 福 寺 英 之
戦後20年の間,随 分吾 々は米 国の泌尿器科 学 とな じみに なっ た ものである.吾 々のな じ
みになった米 国泌尿器科 の初期 につ いては意 外 と知 られていない面 白い話が あるよ うであ
る.
米国泌 尿器科学 は多 くの人 々が知 ってい るように外科の一分科 として発展 してきた.然
し欧州で皮膚科性 病科 の一分科 として泌尿器科 を勉強 して来た人 々は意外に この道に寄与
す るところが少 なかった.こ れが米国 で 始 めて独立 した 一診療科 目となったのは1887年
で,NewYorkのBellevueHospitalMedicalCollegeで,初代 の主任教授 はvanBuren
であった.




これ ら泌尿器疾 患に興味を もっ ていた外科 医 らは1886年AmericanAssociationof
Genito-UrinarySurgeonsを結成 し北 西部の所 謂NewEngland地 方及びMidWest
(Chicago辺り)が 中心 とな りE.LKeyeら が初代会長 に推 され た.然 し今 日のAme-
ricanUrologicalAssociation(AUA)は若干異った結成経過 をた どった ようであ る.1800
年の終 りか ら1900年にかけてNewYorkの``FreiRobber"と言 う酒場が あ り,い つ とは
な くRamonGuit6rasらが中心 となっ て,そ このexcellentwine,bothredandwhite
をかたむけなが ら一 日の診療 の疲 れを癒 し,何 とな く科学的 な或 いは社 会学 的な意見の交
換を したい ものが 自由に集 ま り始めた.略 々2年 間 この様 な状態 で,そ の名 もNewYork
Genito-UrinarySocietyで発足 した.1902年の2月22日 即 ち ワシン トソ初 代大 統領の誕
生 日を記念 して,そ の名をAUAと 改 め,ど んな泌尿器科医 であろ うと,た とえ大学 や病
院に関係 があろ うと関係 な くgoodandtrueであれば皆会員 として歓迎 され,互 選に よっ
てPresidentにGuit6ras,SecretaryとしてValentineが推 された.そ して同年Sara-
togaSprings,1903年NewOrleans,1904年AtlanticCityと総会 が開 かれ,1905年第4
回総会は大陸を横断 して太平洋岸Oregon州のPortlandで開かれ た とい う発展 ぶ りであ
った.
この時代の中心 はなん と言って もNewYorkな ど大西洋沿岸 の都市 であったが,各 地
にも興味 ある発展経過が見 られ る.Boston地 方は何 ん と言 って も1846年に設立 された
MassachusettsGeneralHospita1とHarvardMedicalSchoo1が中心で,H,J.Bigelow
とその弟子Cabot,Watsonらが基礎 を作 ってい る.Philadelphia地方 は米 国におけ る最
初 の病 院PennsylvaniaHospital(1751年開院では あるがPhiladelphiaGeneralHospital
inBlockleyといつれが先 に開院 したかに未だ問題 がある と言 う)と 最初の医学校Penn-
sylvaniaUniversity,SchoolofMedicine(1765年,開設者B njaminFranklin)のある所
で,米 国泌尿器科学 の父PhilipSyngPhysick(外科医)が 居 り1765年5月27日Pennsy1-
vaniaHospita1でThomasBondが米 国で記 録に残って いる最初 の砕石術 を行 なっ てい
る.初 代大統 領 ワシ ソ トソの主治医 で もあ り,又BenjaminFranklinの主治医 で もあっ
たJonesは膀胱 結石 性尿閉に悩 んでいたFranklinがpoQroperativeriskの患者 と宣告
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し手術 を拒否 した.こ のためFtanklinは自分 用 として金属 コイルに羊 の腸を覆 せたカテ
ーテル を作製 し自分 で導 尿 していた と言 う秘話 をひそめてい る.Baltimore地方では今 日
泌尿器科 の メッ カとも言われ るJoh飴HopkinsHospita1が1889年に開 かれ泌尿器科は当
初2つ の流れを 見 ることが 出来 る,開 院時 泌尿器科はBrownが 主催 し,後 日 米国 で
BrownBurger(日本 ではBurgerJahr型)膀胱鏡 の基礎 を作 り,1893年米 国で始 めて
男子尿管 カテテ リス ムスに成 功 し,Brownが1895年死去 した後H.H.Youngが 二代 目
となっ てい る.一 方婦人科初代主任H.H.KellyはLeipzicのMSangerか ら尿管 を
膣診で触診す る ことが 出来 る ことを知 り,PraqueのPawlikから女子 の尿管 カテテ リス
ス ムの手技を学 んで結核性 の尿管肥大 を触 診 し又同時に尿管 に狭窄 のある ことを証明 して
い る.こ の地方ではHunnerが1914年婦人膀胱 におけ る特有 の潰瘍 を記載 した り,そ れ以
前か ら(1907年頃)focalinfectionの概念 を導入 している.
西部 の泌尿器科医 には西部劇 を連想 させ るものがあ る.G.Chismore(1840～1906)は
歯科医 となった後殆 ん ど独学 で医学 を勉強 した後太 平洋岸 の陸軍部隊 の軍 医 と してア リゾ
ナ,ネ バ ダ,ワ シソ トン州を 転戦 し,ア ラス カ駐留中 はインデアソの 酋長 の娘 と 結婚 し
た.後 日サ ソフランシスで開業 しよう としたが医師 の免状 がないためPacific医大(後 の
Stanford大学)に 学び免許証を とっ た変 り種 であ る.そ の後 泌尿器科疾患 に興味 を もち,
太平洋岸で最 も有名 な膀胱結石砕石術者 として知 られ,こ の地方 で作 られ た最 初の砕石器
は彼が 自分 の父親の石を砕 くために作った ものである.最 も西部劇的な 泌尿器科 医はG.
E.Goodfellowであろ う.1855年カ リフォル ニア生れ の彼 はClevelandのWooster大学
で医学を勉 んだ後 ア リゾナ州Tombstoneで開業 し,テ レビで も有 名なアー プ警部が1882
年負傷 した とき・に治療に当 り,1886年には アパ ッチ族の大酋長GeronimoがSanCarlos
の インデ アン保護地か ら抜け 出して 暴れ回 りSkelton漢谷 で捕 まる迄 の 追 跡 に加 わった
と言われてい る.1887年の メキシ コ大地震には救助隊 として活躍,メ キシ コ大統 領Diaz
が駿馬 と勲章を授けた と言われ,そ の ときの写真 では鞍 に銃 を さ し腰 に ピス トルをぶ らさ
げ八字ひげをつけてい る.1890年9月にはPerinealprostatectomyを行 ない,1898年7
月米西戦争 の立役 となっ てい る.こ れ はスペイソ軍 の司令官Toral将軍 を降服す るよう
説得 し,こ れに よっ て この戦争を終結 に導 いた と伝 え られてい る.
Prostatectomyは米 国では は なや かな 舞台 でPerineal法は前述 のGoodfellowの他,
1890年にWishard(lndianapolis)もその第1例 を報 告 してい る.こ の頃 は前立腺 を会陰
迄如何 にして引 き下げ るかが問題で あった のが,Symsは 風船 の一種 を経 尿道的 に膀胱迄
挿入,ふ くらま して引ばって前立腺を下降 させ る ことに成功 してい るが,途 中 で破損 した
り理想的でない ものであ り,Youngは 現在知 られてい るretractorを発 明 して,こ の方
法が一般化 しYoungの名が冠 され るようになった.風船 と言えばFoleybagcatheterは
極めて なじみ深い ものになったが,当 初 うまい工夫を した ものだ とFoleyには驚いたが,
意外 とゴムカテ ーテルの 草分 けであ るLeroyd'Etiolles(1836)の頃 フランスでは 既 に
Reybard(1858)がSonde6fixationautomatiqueと言 う 風変 りな カテーテル を作 り,
これが殆ん どFoleyヵテーテル と同型で あ り,む しろ1858年時代 の フラソス人 に感心'し
た次第であ る.
最後にFreyer'sProstatectomyの裏話 しは1900年パ リーで 開かれ た国際学会でFuller
とGuit6rasの名でFullerが``ThePresentStatusoftheTreatmentofProstatic
HypertrophyintheUnitedStates"と題 して 恥骨 上前 立腺別除術 を 詳 述 していた のを
Freyerが追試 しLondonで講 演又はBritishMedicalJournal(1902)に発表 して有 名
となった ので あって,創 始はFuller等にあってFreyerではない と言 うことで ある.
以上 出典 はAUA編TheHistoryofUrology,1933,Williams&Wilkins,Baltimore
であ る.為 念.
